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１．研究計画の概要 

美術における模倣は、ある意味きわめて一
般的な事象である。しかしながら、模倣は、
対象となる美術品を単に写すと言うことだ
けではなく、対象からある表現上のエッセン
スを抜き出し、それを創造の源泉として活用
すること、さらには模倣の対象となるものと
それに基づき造り出されたものの間には表
現上の類似性がほとんど認められないのに、
ある種のキーワードとなる表現、さらには両
者を規定する概念の存在を見いだせれば、模
倣という行為が行われたと認識される場合
さえある。こうした美術にかかわる現象は、
洋の東西を問わず発生しており、模倣には従
来の概念では語り尽くせない様々な形態が
あることが分かりる。このような、いわば模
倣の概念の拡大といった現象が何故発生し
てきたかを解明するためには、改めて模倣の
意味や機能そのものを問い直す必要性があ
り、本研究はその解明を目指す。 

 

２．研究の進捗状況 

 本研究は、研究代表者(1 人)、研究分担者
及（2 人）び連携研究者（7 人）を以下の三
班に分けて研究を進めてきた。先ず、根立を
中心とする日本彫刻史研究者班では、清凉寺
釈迦如来像など霊験仏についての研究が大
きく進展している。特に長谷寺式十一面観音
像と善光寺式阿弥陀三尊像については、当初
予定した以上に資料収集が進展し、予想以上
に研究成果が上がっている。連携研究者の田
島を中心とする日本近世・近代絵画研究班に
ついては、狩野派及び琳派に関する資料収集
が進んでおり、研究会でその成果が発表され
ている。研究分担者の中村及び平川を中心と

するヨーロッパ美術史研究班については、平
川が海外調査を積極的に行い、北方ヨーロッ
パの風景表現における古代の模写について
の研究が進展している。 

  

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

 研究分担者及び連携研究者の研究は、概ね
順調に進んでおり、当初計画は概ね達成して
いる。特に注目されるのは、日本彫刻史研究
班において、善光寺式阿弥陀三尊像及び長谷
寺式十一面観音像の模刻について、予想以上
の資料収集が進んでいる点である。ただし、
海外調査については、昨年度、研究代表者の
根立が体調を崩し、海外での情報収集が予定
よりも進んでいないところがある。また、日
本近世・近代絵画研究班については、連携研
究者が諸般の事情で海外調査の実施を見送
らざるを得ない事情が発生し、国内での資料
収集に専念している。したがって、ヨーロッ
パ美術史研究班以外の分野の海外資料収集、
は、当初の目標を一部達成していないところ
がある。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 本年度は、本研究の最終年度にあたり、こ
れまで資料収集を行ってきた研究代表者・研
究分担者・連携研究者は各自のテーマに沿っ
て研究を取り纏める作業に入る。そして、そ
の研究成果を、年度末に刊行の報告書に論文
として発表する予定である。 
 なお、「３．現在までの達成度」で記した
ように海外での資料収集が若干遅れている。
この点に関しては、日本彫刻史研究班は本年
度ヨーロッパ及び中国、韓国で補完調査を行
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う予定であり、またヨーロッパ美術史研究も
ヨーロッパにおける調査をさらに続行する
予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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